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研究要旨：好酸球性消化管疾患（ eosinophilic gastrointestinal disorders 

[EGIDs]）は好酸球性炎症による消化管機能不全に関連した症状を示す疾患群であり好

酸球性食道炎（eosinophilic esophagitis [EoE]）とそれ以外の消化管でのEGIDsの総

称であるnon-EoE EGIDs（これまでの好酸球性胃腸炎）からなる。また全国調査、さら

に海外からの報告もあり、non-EoE EGIDsは特に小児で診療に難渋していることが認識

されてきている。さらに本邦を中心にEGIDs 関連疾患として扱われる新生児・乳児食

物 蛋 白 誘 発 胃 腸 症 （ 炎 ） で は food protein-induced enterocolitis syndrome

（FPIES）が特に問題になり、これまで本邦で注目されてきた牛乳由来ミルクによる重

症FPIESに加え、離乳食期の卵黄でのFPIESの急増が問題となっている。本疾患群全体

としては新生児から高齢者までを対象としており、診療科横断的な診療を行うことが

重要である。本邦の患者特性を鑑みて遅延なく各学会と連携して情報発信することを

目的として研究を行った。公開されている本疾患群のガイドラインの情報の更新・追

加が必要な部分を検討し、EGID情報センターのWEBサイトの情報更新や関連学会との情

報共有を行い、さらに急性FPIESへのアクションプランを作成し、またnon-EoE EGIDss

における生物学的製剤の使用状況とその効果についてのシステマティックレビューを

行い、いずれも論文報告を行った。公開した情報が活用され関連学会とも情報が共有

でき、アクションプランや追加のシステマティックレビューで対応し、ガイドライン

の情報の更新、啓発につながった。継続的な診療科横断的連携が本疾患群の円滑な診

療体制維持に重要と考えられた。 

 
Ａ．研究目的 
好 酸 球 性 消 化 管 疾 患 （ eosinophilic 
gastrointestinal disorders [EGIDs]）は好酸球

性炎症による消化管機能不全に関連した症

状を示す疾患群であり好酸球性食道炎

（eosinophilic esophagitis [EoE]）とそれ以外

の消化管でのEGIDsの総称である好酸球性

胃腸炎（eosinophilic gastroenteritis [EGE]）
（昨年、国際的にはnon-EoE EGIDsと呼ばれ

ることになった）からなる。また全国調査

の論文発表、さらに海外からも報告があり、

non-EoE EGIDs、特に小児で診療に難渋して

いることが明らかになってきている。さら

に本邦を中心にEGIDs 関連疾患と認識され

ている新生児・乳児食物蛋白誘発胃腸症

（炎）（主に2歳未満）では food protein- 
induced enterocolitis syndrome（FPIES）が特

に問題になり、これまで本邦で注目されて

きた牛乳由来ミルクによる重症FPIESに加え、

離乳食期の卵黄でのFPIESの急増が問題とな

っている。しかしながら本疾患群全体とし

ては新生児から高齢者までを対象としてお

り、複数の分野の医師、研究者がそれぞれ

の強みを生かして診療を行うことが本疾患

の診断・治療戦略にとって重要である。ま

た、本邦の患者特性を遅延なく把握し、啓

発活動をすすめることが重要である。この

ことからEGID情報センターWebの公開、

EGIDレジストリー構築、EGID診療体制構

築、ガイドライン改訂、各学会との連携を

本研究の目的とした。 
 
Ｂ．研究方法 
1.  EGID情報センターのWeb公開とその他

の媒体による情報更新 
EGID情報センターのWeb公開とその他の媒

体による情報更新を行う。 
2. EGIDレジストリープロジェクト  
幼児-成人のEGE, EoEと新生児-乳児食物蛋

白誘発胃腸症（炎）について検討している。 
3. EGID診療体制の構築  
各学会と連携し拠点診療施設を明確にして、

診療体制構築に役立てる。 
4. Minds準拠ガイドラインの改訂  
前身の研究班で作成した新生児・乳児食物

蛋白誘発胃腸症診療ガイドライン、幼児・



成人好酸球性消化管疾患ガイドラインの二

つのガイドラインについて更新を検討する。 
 
Ｃ．研究結果 
1.  EGID情報センターのWeb公開とその他

の媒体による情報更新 
研究代表者を中心に、班会議で議論の後、

EGID患者さん用情報Webサイト

（https://www.ncchd.go.jp/center/activity/egid/p
atient/index.html）が公開され更新されてい

る。それに加えて、日本小児アレルギー学

会の食物アレルギー委員会において本分担

研究者が委員として、同学会関連の出版物/ 
会議において、常に本疾患群の情報を更新

している。事実、研究発表リストにあるよ

うに論文発表や講演を行い、関連疾患の議

論の中でも本疾患群に触れるようにし、適

切なタイミングで専門施設にご紹介いただ

けるように、積極的な啓発活動を行った。 
2. EGIDレジストリープロジェクト 
研究代表者を中心に検討が進んでいる。 
3. EGID診療体制の構築  
前年度までに作成した拠点診療施設がリス

トを参考に患者紹介の問い合わせ等が行わ

れた例も確認できている。本分担者への本

疾患群患者相談も昨年度までと変わらず寄

せられている。他分野の特殊検査を行える

施設の紹介やその地域での相談可能な医師

の紹介も行った。 
4. Minds準拠ガイドラインの改訂  
ガイドラインの情報の更新が必要な部分や

変更が必要な部分を引き続き検討した。問

題となっている卵黄FPIESへの対応として、

研究代表者施設を中心に実際の臨床に即し

たアクションプランを作成し論文報告した。

またnon-EoE EGIDsについてより有効な治療

が必要な状況であることが本班研究で明ら

かになったことを受け、non-EoE EGIDsにお

ける生物学的製剤の使用状況とその効果に

ついて、ガイドライン作成時の検索式を修

飾し、本研究分担者が中心となってシステ

マティックレビューを行い論文発表した。8
つの報告で5剤の生物学的製剤が使用されて

いるのみであることが明らかになった。 
 
Ｄ．考察 
昨年度までに検討し公開した情報が活用さ

れるようになってきていることが、活動の

中で認識できた。情報の更新、また関連の

消化器やアレルギーに関連する学会との連

携も重要であり、本分担者は日本小児アレ

ルギー学会を中心に連携する役割を果たし

ている。本研究からも引き続き、情報共有

を行うことが本疾患群の円滑な診療体制に

重要であることが明らかになった。またガ

イドラインの全般改訂は今後に委ねる部分

となったが、追加のシステマティックレビ

ューやアクションプランで対応し、情報発

信としては補完できたと考えている。 
 
Ｅ．結論 
公開された拠点施設のリストや様々な情報

が有効活用されるようになり、その他の啓

発活動も奏功し、本疾患群が新生児から高

齢者までより広く、様々な分野で認識され

るようになった。継続的な診療科横断的連

携が本疾患群の円滑な診療体制維持に重要

と考えられた。 
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酸球性消化管疾患と機能性消化管障害
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(EGID と FGID)」 好酸球性胃腸炎の
治療 (シンポジウム)．第59回日本小児
ア レ ル ギ ー 学 会 学 術 大 会 ・ 2022 
JSPACI-APAPARI Joint Congress、沖縄、
2022.11.13 

5) 山田佳之．「好酸球性消化管疾患と機
能性消化管障害 (EGID と FGID) 」 
EGID の疫学と診断(non-EoE) (シンポ
ジウム)．第59回日本小児アレルギー学
会学術大会2022 JSPACI-APAPARI Joint 
Congress、沖縄、2022.11.13. 

6) Yamada Y. Food protein-induced 
enterocolitis syndrome (シンポジウム ). 
第59回日本小児アレルギー学会学術大
会 ・ 2022 JSPACI-APAPARI Joint 
Congress、沖縄、2022.11.13. 

7) 山田佳之．食物アレルギー (成人含む)
「成人領域で取り扱う食物アレルギー
(ベーシック)」．第9回総合アレルギー
講習会、大阪、2023.3.18. 

 
4. その他 

なし 
 
 
Ｇ．知的所有権の出願・登録状況 
（予定を含む。） 
1. 特許取得 

なし 
 

2. 実用新案登録 
なし 

 
3. その他 

なし 
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